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１．第６期EPO中部の目標と方針
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第６期運営着手にあたり設定した3カ年の「目標」と「方針」
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■目標
アフター・コロナ、地域循環共生圏づくり・SDGs活用が進みつつある中部エリアにおいて

新フェーズに対応し、地域が必要とする協働・ESD・SDGsの実装・実践のための支援と、

誰も取り残されないターゲット設定、EPO機能強化の関係構築に取り組みます。

■方針
1. 地域循環共生圏づくりやSDGs推進の支援にあたり、細やかな個別対応と、他の取組支援等

への汎用化を行います。

① 【個別対応】地域／取組が必要とする支援を細やかに汲み上げると共に、これまでの協働取組への支援の経験
やツールを活用するなどして、事例ごとに個別に対応した支援を展開します。

② 【汎用化】EPO中部が展開してきた支援内容の整理を行い、地域循環共生圏づくりやSDGs推進のためのプログ
ラム化とその実装・実践に取り組みます。

2. SDGs推進・活用の取組において今後重要となる｢目標設定｣と｢評価｣について、第５期の作
成ツール（活動見える化プログラム、SDGsチェックリスト等）や、外部団体によるSDGs指標
ツール等を活用するなどして、独自の地域SDGs評価（SDGsの取組の現状等を評価する）機
能の構築に取り組みます。

3. 上の1、2の支援や多様なステークホルダーの巻き込みにおいて、第５期の運営会議等での
指摘事項や抽出された課題等に留意し、次のEPO機能の強化に取り組みます。

i. 資金調達に関わる主体（特に金融機関や経済団体等）との関係構築

ii. 地域実践者であるEPO中部・協働コーディネーターとの関係強化と新たなネットワークづくり

iii. 取り残されがちと指摘される中小の事業者・自治体等をターゲット設定した支援のあり方検討



２．第６期業務における主な取組
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※以下、「地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業」を「PF事業」と表記。
※集計結果や数値、取組状況等はいずれも2023年11月末時点で整理。
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【方針１-①】地域循環共生圏づくりやSDGs推進の支援の個別対応

２．第６期における主な取組



地域循環共生圏フォーラム 2021年度福井県越前市開催
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⚫ 福井県越前市等で活動している協働コーディネーターと
連携し、同市内でフォーラムを2021年11月に開催。

⚫ 市内白山地区で環境保全活動、エコツアー等を展開す
る活動者や農業従事者等23名が参加し、地域の未来像
や今後必要な取組等についてディスカッションするワー
クショップを実施した。

【開催結果】

⚫ 開催に協力した協働コーディネーターは、次年度（2022
年度）の地域循環共生圏づくりプラットフォーム構築事業
に応募し、採択された。

⚫ その後PF事業には２カ年度（2022-2023年度）にかけて
採択され、広域エリア（丹南地区）でエコツアー等を実施
する地域主体／プログラムをコーディネートするハブ組
織構築を目指し、活動を展開している。



地域循環共生圏フォーラム 2022年度長野県諏訪エリア開催
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⚫ 2022年11月に、長野県諏訪エリアの活動団体と共催し、
地域循環共生圏フォーラムinSUWAを開催。

⚫ 自治体・企業等の多様な参加者が58名あり、ワークショッ
プでは諏訪地域の「なりたい地域の未来像づくり」につい
てディスカッションを企画・実施した。

【開催結果】

⚫ 当地域では過去に多様な主体が集まって未来像づくり
ワーク等を行ったことがなく、初めて実施。

⚫ 開催前はワークショップに対して否定的な意見もあったが、
開催後は実施して良かったとの感想ばかりをいただいた。



地域循環共生圏づくりPF構築事業支援：ななおSDGsスイッチ
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⚫ 2021年9月にPF事業採択団体・な
なおSDGsスイッチ（当時：のと共
栄信用金庫）の関係者が集まる
「意見交換会」を開催。

⚫ EPO中部が企画・運営（ファシリ
テーション）を支援し、PF組織の
設立、及びその後の継続に向け
た期待・課題等をディスカッション。

【実施結果】
⚫ コンソーシアム関係者が抱いてい
る懸念・課題を明確化し、関係者
間で共有することができた。

⚫ この会合で提示された意見等を
参考にして、事務局はななお
SDGsスイッチ設立と、その後のプ
ロジェクト展開の計画づくりを行い、
協力・連携体制のさらなる強化を
図った。



地域循環共生圏づくりPF構築事業支援：郡上市地域共生圏協議会

10

⚫ 2021年11月にPF事業採択団体：郡上市
地域共生圏協議会の関係者による「意見
交換会」を実施し、EPO中部が企画・運営
（ファシリテーション）を支援。

⚫ アウトドア事業者が目指している観光の
あり方を明確化し、次ステップで取り組む
べきローカルSDGs事業についての議論
を行った。

【実施結果】

⚫ 関係者それぞれが多様な地域課題を抱
きつつ、その解決策としてのローカル
SDGs事業のアイデアが多く抽出された。

⚫ この意見交換会後、 市内アウトドア事業
者のコンセプト「100年先も郡上に遊べる
川と雪山を残すために」をもとに、新たに
J-クレジットの活用展開の可能性を考え
る勉強会も実施した。
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【方針１-②】地域循環共生圏づくりやSDGs推進の支援の汎用化

２．第６期における主な取組



主催イベントで独自ツール「SDGsチェックリスト」を実践活用
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⚫ この新バージョン「SDGsチェックリスト」を活用し、 2022年12月
開催のオンラインセミナーでSDGs我がごと化ワーキングを実
施した。

【実施結果】

⚫ SDGsチェックリストについては、公開後、毎年数件ではあるが、
「使用したい」「活用方法は？」などの問合せをいただいている。

⚫ セミナー参加者からも、これからSDGｓに取り組む人向けに継
続して開催してほしい、SDGsとの関係性文章化が参考になっ
たなどの感想をいただいた。

⚫ その後、参加した自治体職員からチェックリストを活用してい
ると連絡があり、記入済みシートを事例として提供いただいた。

⚫ 独自ツール「SDGsチェック
リスト」についても、ワーク
ショップ等で使用しやすい
新バージョンを2021年度に
作成し、WEBサイト等で公
開。



EPOが実施した地域循環共生圏WSプログラムをウェブサイトで公開
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⚫ 主催する地域循環共生圏を
テーマにしたWS （ワーク
ショップ）のプログラムや
ツール・シート等をどの地域
や団体等でも使用できるよ
う一般化する整理を行い、
ウェブサイトの「お役立ち
コーナー」で公開した。

【実施結果】

⚫ 公開後、温暖化防止活動推
進員、環境カウンセラー等
から活用方法や使用許可
等についての問合せがあっ
た。

⚫ ここで公開したプログラムは、
その後の主催イベントでも
活用している。

「
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その他）EPO中部ウェブサイトの充実化 例）お役立ちツールコーナー

活動見える化チャート事例
の蓄積（追加公開）

EPO中部が支援した取組、連携・
協力した取組などを「活動見える
化プログラム」にして、地域側に
フィードバック。同時に、ウェブサ
イトにも掲載・公開。

主催セミナーのほか、
ワークショップ、ブース
出展時等で活用

https://www.epo-chubu.jp/tool

ツールを活用し
たWSの実施方
法（プログラム）
等も公開

「SDGs指標物語」の活用・公開

活動見える化チャートと「SDGs
指標物語」の連動等による活用
方法について検討予定

https://www.epo-chubu.jp/tool
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その他）前期･第５期構築の活動見える化プログラム事例も継続して作成・公開

信州環境カレッジ（長
野県環境保全協会）

芋井地区
広瀬各区

環境 社会

経済

全国各地において、市民活動や自治会活動の中心は、これまで高齢の方や主婦の方が担ってきました。しかし、少子高齢化や地域人口の減少、生活スタイルの多様化など地域をと
りまく環境は大きく変化し、地域活動のあり方も変化が求められています。 そんな変化に柔軟に対応するため、長野市芋井地区では、住民だけでなく芋井地区で事業活動を行う団体
や大学生など幅広い参加者を募り、これまでの自治会活動とは別に、多様な視点で持続可能な地域を探る場として「いもいリビングらぼ」を立ち上げました。

芋井地区住民自治協議会・長野県NPOセンター

長野県NPOセンター

活動1：情報共有の場、学びの場の設営
参加者の声掛け、お互いを知るワークショップ
、持続可能な芋井地区に関する講座の開催

デリナカズミ
（キッチンカー）

企業ボランティアグループ（
日本たばこ、第一生命、アサ
ヒ飲料、ポーラ、パソナ）

活動2：プロジェクト推進に伴う外資（補助金）の導
入、再エネによる域外エネルギー費流出防止

地
域
循
環
共
生
圏
貢
献

協
働
に
よ
る
地
域
活
動

2022年10月時点

活動2：実験の場の設営①再エネ活用
持続可能な地域づくりにつながるオフグリッド再
エネ活用の実験的プロジェクトの推進

活動3：実験の場の設営②草刈りバスターズ
持続可能な地域づくりにつながる草刈り講座やネ
ットワークシステムの実験的プロジェクトの推進

活動3：プロジェクト推進に伴う外資（補助金）の導入
アクティビティ化による外来者へのサービス提供

活動3：草刈り実績による里
山の持続性強化

活動2：再エネの実験的
導入による創エネ

活動1：地域のつながりが強化、関係者のネットワークが拡大
参加者の資質の向上、課題と将来ビジョンの共有・我がこと化、地域活動の提案

活動2：オフグリッド再エネ活用による防災力の

強化、再エネ実験に伴う専門家や地区外の関
係人口のネットワーク拡大

活動3：草刈りネットワークシステム構築

と運用による関係者の増加と域外ネット
ワークの拡大

芋井地区住民自治協議会各
部会（区長部会、福祉部会、
教育部会、振興部会）

長野県長野市芋井地区

「芋井リビングラボ」

●取組分析の共有

●活動指標の選定

活動１情報共有の場、学びの場の設営 → 情報共有や学びの場の参加人数（人）
課題解決の地域活動実験的プロジェクト提案数（件）

活動２実験の場の設営①再エネ活用 → 再エネ実験設置数（ヶ所）、活用した再エネ量（kWh）
活動３実験の場の設営②草刈りバスターズ→ 実験関係者数（人）、波及個所数（ヶ所）

２月開催の芋井
地区勉強会にて
活用
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【方針２】独自の地域SDGs評価機能の構築

２．第６期における主な取組



SDGs指標物語を構築：試行２事例のチャートを作成
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地域の取組からボトムアップ的に指
標とSDGsとの関連を考える

取組から「指標」を選定し、SDGsへの
ルートを説明する「SDGs指標物語」

指標Aはゴール№○、○、○の達成に寄与する
Local SDGs指標として選定した。Aは①の貢献度
を表す。
指標Aが増加するとグローバル指標αと指標β
に➁、③から影響しターゲットXとターゲットYの達
成に貢献する。
指標Aの増加のための地域のSDGs取組は、❶と
いう持続可能性に貢献するSD状況が発生し、
❶‘の影響により❶“につながる。一方❷の持続

可能性を阻害するunSD状況が発生する可能性
が考えられ、➋’の影響により➋”につながり、
ゴール№○について阻害が起こる可能性がある
ため、そうならない取組が必要となる。

「地域の取組」と「指標A」のSDGs指標物語（例）



活動見える化プログラムに連接するSDGs指標物語
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⚫ 活動見える化ＰとSDGs指標物語*：活動の分析内容を考慮して指標を選定

活動 活動１ 活動２ 活動３

名称 里山の保全活動 里海の保全活動 竹漁礁効果検証
や観察会など体
験プログラム化

選定
指標

里山整備面積
（平方m）

漁礁の設置数
（箇所）

観察会等収益事
業プログラム運
用売上（円）

「活動見える化プログラム」で活動内容を可視化
活動ごとに「指標」を選定

選定した「指標」ごとにSDGsと
の関わりを示す指標物語を作成

*引用 原理史,平川翼,川村真也,杉田暁,伊藤恭彦（2023）:地域活動推進のためのSDGs指標物語, 環境共生, 39巻1号, p.66-76
（中部大学問題複合体を対象とするデジタルアース共同利用・共同研究IDEAS202014助成）



主催セミナーで「SDGs指標物語」等独自ツールを紹介
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⚫ 2023年11月開催のSDGs指
標と達成度をテーマにした自
治体職員向けセミナーで、事
例の見える化ツールとして
「SDGs指標物語」と「活動見
える化プログラム」を紹介し
た。

【実施結果】

⚫ 基調講演講師や参加者から、
地域単位のSDGs指標・達成
度に対し、プロジェクト単位の
指標の捉え方の重要性を認
識することができた、ほかの
見える化チャートも見てみた
いなどの声が寄せられた。
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【方針３-ⅰ】EPO機能の強化：金融機関や経済団体等との関係構築

２．第６期における主な取組



地域循環共生圏PS基盤強化会合：2022年度三重県尾鷲市開催
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⚫ 2023年1月に、三重県尾鷲市で、令和４年度おわせ 
SEA モデル説明交流会「企業・ 金融機関等との
パートナーシップによる尾鷲市ローカルSDGs実現に
向けて」を開催。

⚫ PF事業2019-2020採択団体・おわせSEAモデル協議
会の関連プロジェクトと企業・金融機関等との意見
交換を実施。

⚫ 企業・金融機関等63社、参加者数128名が参加した。

【実施結果】

⚫ 想定を上回る企業・金融機関が参加し、国・県の関
係部署全てからの出席があり、プロジェクトへの注
目度をはかることができた。

⚫ その後、プロジェクトの変更等もあり、具体のマッチ
ング報告はないが、新しい地域産業創出の第一歩
につながるはずとの期待の声を尾鷲市側からいた
だいた。



地域循環共生圏PS基盤強化会合：2022年度福井県丹南エリア開催
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⚫ 2023年2月に、PF丹南を含む、福井県丹南地区
の活動団体と経済団体・金融機関の交流・情報
交換会「里山里海ワイズユース×地域ビジネス
情報交換会」を、地域活動団体が経営する農家
レストラン「白山さんち」を会場にして開催。

⚫ 地域活動者や、地域ビジネスの創業支援を展開
するPF七尾、ソーシャルビジネス支援を展開して
いる日本政策金融公庫武生支店、武生商工会
議所などが参加し、ローカルSDGsビジネスにつ
いてのディスカッションを実施した。

【実施結果】

⚫ 取組発表とディスカッションにより、環境活動をビ
ジネスとして展開するにあたっての課題感を共有
することができた。

⚫ また、出席いただいた金融機関・商工会議所から、
経済的分野からの指摘や、これまで知らなかっ
た制度・事例の存在など、今までにはなかった助
言を得ることができた。

⚫ 出席した地域団体側からも、なぜ地域ビジネスと
しての展開が重要なのかが初めて理解できたと
のコメントをいただいた。



自然資本活用会合：2023年度信州の森・里山フォーラム（開催予定）
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⚫ 2023年12月に信州の森・里山フォーラム「地域資源と
しての森林・里山の価値向上について考える」を開催
予定である。

⚫ 森・里山づくりから地域づくりを考えるフォーラムとして、
林業者ではないが森づくりに関わっている事業者等が
登壇し、取組発表やディスカッションを行う予定である。

⚫ 登壇者との事前打合せ等では、それぞれの森・里山の
価値向上を地域の付加価値創出につなげる話題提供
等があり、非常に示唆に富んだフォーラムになるもの
と期待をしている。
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【方針３-ⅱ】EPO機能の強化：協働コーディネーターとの関係強化

２．第６期における主な取組



協働コーディネーターとの連携実践活動：長野県長野市

25

⚫ 2022年11月に長野県長野市で、協働コーディネーター・
山室氏が所属する長野県NPOセンターとの共催で、信
州ローカルSDGs勉強会「災害に強い地域づくり」を開催。

⚫ ローカルSDGsと災害・防災・減災の地域づくりをテーマ
にした勉強会を実施し、35名の会場参加があった。

【開催結果】

⚫ 参加者からは、座学のみでなく、実践的なアクティビティ
も取り入れたプログラムで学びが多かったとの声が寄せ
られた。

⚫ 災害対策をテーマにしつつ、地域による備えが防災の
みにとどまらず、再エネの導入・活用にもつながることの
学びが得られ、ローカルSDGsの同時解決、統合的な取
組を実感する機会となっていた。



協働コーディネーター情報交換会 2023年9月実施

26

⚫ 2023年９月に、EPO中部・協働コーディ
ネーター６名が出席して情報交換会を
開催した。

⚫ 近況報告のほか、それぞれの地域活動
の取組状況と課題を共有したうえで、関
係省庁や自治体など行政機関との連
携・協力のあり方に焦点をあてた意見・
情報交換が行われた。

【開催結果】

⚫ 各コーディネーターの現状や今後の意
向（特に環境省事業への応募の意向
等）を把握することができた。

⚫ 特に意見交換では、中部地方環境事務
所担当官を交えて、行政機関との付き
合い方のディスカッション／アドバイスが
参考になった、刺激になったとの感想を
いただいている。

⚫ また、各コーディネーターがそれぞれの
地域活動でどのような中間支援機能を
果たしているか把握することができた。



連携した協働コーディネーター 年度 連携業務の内容

◼ 山室秀俊氏（長野県NPOセンター
事務局長）

2021
2022
2023

• 長野県長野市等で地域循環共生圏づくりの普及啓発事業

◼ 中嶌阿児氏（NPO法人 WACおば
ま理事長）

2021
• 福井県小浜市におけるSDGs・地域循環共生圏の推進活動
• 小浜市の地域活動を題材に、ソーシャルビジネスの勉強会

◼ 三田村佳政氏（合同会社ローカ
ルＳＤGsクリエーション社長）

2021 • 福井県越前市で地域循環共生圏フォーラム

2022
2023

• PF事業に採択
• 福井県丹南エリアで地域ビジネス情報交換会（2022年度）

◼ 堺勇人氏（環境市民プラットホー
ムとやま）

2021
2022
2023

• SDGs社会教育（社会ESD）研究会業務に参画
• 同業務の実践活動で六渡寺海岸（富山県射水市）の漂着ゴミ
拾い体験イベントを実施（2021年度）

• SDGs学生サミットでファシリテーター

◼ 山田勇氏（NPOわおん） 2022 • 環境NPOネットワークとの意見交換

◼ 寺田卓二氏（一般社団法人ネク
ストステップ研究会 代表）

2023
• 地域循環共生圏フォーラムの共催を検討中（2023年11月末
現在）

◼ コーディネーター全員
2021
2022

• EPOの業務や主催イベントに対するニーズ調査ヒアリングへ
の協力

27

参考）第６期における協働コーディネーターとの主な連携展開
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【方針３-ⅲ】EPO機能の強化：取り残されがちな中小企業・自治体等への支援

２．第６期における主な取組



学び合いプロジェクト：社会へのESDの実装を目指した実践と展開

29

⚫ 2021・2022・2023年度に、地域づくりの担い手や次世代育成のための気候
危機対策と地域づくり・人づくりをテーマにしたオンラインセミナー（各年度2
回）と、実践セミナー／ワークショップ（各年度1回）を開催。

⚫ 2021年度は、11月に富山県射水市六渡寺海岸で実践セミナーを開催し、海
岸ごみからSDGsを考えるワークショップを実施した。

⚫ 2022年度は、11月に福井県大野市で実践セミナーを開催し、気候危機を
テーマにしたミステリーワークショップ、ジグソー法ワークショップを実施した。

⚫ 2022年度は、11月に愛知県常滑市鬼崎漁港で「食」から気候変動を考えるミ
ステリーワークショップを実施した。

【実施結果】

⚫ 効果的なワークショップのため、専門家による講演や地元活動者の話題提
供に加え、体験や視察など工夫を凝らした参加者へのインプットを実施した。

⚫ 構造的に可視化するワークショップで参加者のシステム思考が養われた。

2022年度11月
福井県大野市での
実践セミナー
ミステリーワーク
ショップとジグソー法

2022年度8月開催オンラインセミナー
講師：江守 正多先生、木原 浩貴先生



SDGs社会教育実践ツール「中部版ESDワークブック」の作成

30

⚫ ３カ年度に渡り展開したESD学び合いプロ
ジェクトの成果として有識者のWGの検討をも
とに冊子「ESDワークブック」を2023年度に作
成している。

⚫ ミステリーワークショップ、ジグソー法ワーク
ショップをはじめ、実践セミナーで実施した
ワーキングの方法などを掲載している。

【実施結果】
⚫ 有識者で構成するWGを年3回開催。2023年
度のWGでは企業、行政、市民団体でのESD
普及のハードルを下げるためにペルソナワー
クショップ検討を実施。

⚫ 外部の学識者の提言を受け、地域づくり＝人
づくりの観点から、「地域」を意識したESD展
開を構成。

⚫ 持続可能な社会のための人づくりのビジョン
を示すためユネスコのキーコンピテンシーの
概念を導入。

⚫ ESD実践を具体的に手助けするため「人」、
「こと」、「もの」、「金」の観点を導入した企画
用ワークシートを掲載。

⚫ 2023年12月9日全国フォーラムのパネル展示
で見本を展示、好評を得る。
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そのほかの業務

２．第６期における主な取組



森里川海生態系ネットワーク形成会合：OECMフォーラムの開催

32

⚫ 2023年１月にOECMの普及啓発を目的にしたフォーラム
を開催。

⚫ 共生サイトに試行採択された事業者３者のサイト紹介、環
境関連事業への関心が高い企業団体EPOC等による取
組紹介などを実施。

【実施結果】

⚫ 参加者数等は268（zoom62件、YouTubeライブ配信視聴
（ユニーク数）206件）となり、COP15閉幕の（報道がされて
いた）タイミングで本格的な参加募集広報を展開できたた
め、定員を大幅に超過する参加を得た。

⚫ 全国から多数の企業・自治体が聴講参加し、OECM、環
境省の自然共生サイトに対する理解を深めたとのアン
ケート結果を得られた。



SDGs学生サミット

33

ユースと自治体によるSDGsオンラインフォーラム 「中部地方SDGs学生サミット」

⚫ 2020年度から毎年2月に開催。

⚫ コア参加として各回4～7団体の学生グループ、
３つのSDGs未来都市基礎自治体が取組発表
及びディスカッション。

⚫ YouTubeによる一般視聴者への同時配信。

【実施結果】

⚫ SDGs未来都市基礎自治体の取組を「活動見
える化プログラム」の分析結果、学生の取組内
容のSDGsワークシートの可視化結果を共有。

⚫ 事前事後で参加学生にアンケートを実施。ユネ
スコ提唱のキーコンピテンシーにかかわる取組
態度の強化を確認。

アンケート結果：各項目とも事後の得点が増加

学生の取組

SDGs未来都市の取組



ユネスコジオパークをフィールドとしたESDダイアログ

34

⚫ 中部地方のユネスコジオパー
クに焦点をあてつつ、国立公園
などの自然資産を活用した
ESDの在り方をディスカッション
するダイアログを開催。

⚫ 2021年度より順次、立山黒部
ジオパーク、恐竜渓谷勝山ふく
いジオパーク、南アルプス中央
構造線エリアジオパークで開催。

【実施結果】

⚫ 地元の教育関係者、ジオガイド、
ESD関係者に加え、学校で取り
組む子どもも参加し、修士記者
の監修のもと取組紹介とディス
カッションを実施。

⚫ 各回、中部地方のジオパーク
担当者を中心に関係者の交流
が行われた。

⚫ 二日目にはジオサイトや取組を
現地で見学するエクスカーショ
ンが行われた。



中部地方ESD推進ネットワーク地域フォーラム

35

⚫ 2022年度より地域ESD拠点ととも
に、基調講演とディスカッションを
オンライン公開するESDネットワー
クの交流を深めるフォーラムを開
催。

⚫ 様々なセクターと学校教育現場を
つなぐ場として設営した。

【実施結果】

⚫ 中部地方で登録している地域ESD
拠点10程度が参加し、交流を深
めた。

⚫ 2022年度は愛知教育大学教育学
部の大鹿先生、2023年度は金沢
大学教育実践研究科の加藤先生
の基調講演をいただき、学校と社
会との連携についての議論を深
めた。
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その他）第６期EPO中部／中部ESD活動支援センターのリーフレット

• 2021年11月に完成・
発行。

• 催事参加者や招聘
された地域行事等
で、約300部を毎年
度配布している。



３．第６期業務の総括
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第６期の｢目標｣と｢方針｣(ｐ４参照)の達成可否等についての総括

38

⚫ ｢目標｣について
• 第６期に主催した行事で、オンライン活用が定着すると共に、企画目的・意図に応じたオンラインとリアルの使い分

けを行うなどして、協働・ESD・SDGs実装・実践の支援に向けた新フェーズ対応の取組を展開できた。

• 誰も取り残されないターゲット設定、EPO機能強化の関係構築については、さらなる強化・向上の余地もあるが、当
初目標で想定していた取組・企画についてはすべて遂行し、達成できたものと考える。

⚫ ｢方針｣について

• ｢方針｣全般について、仕様書項目が一部変更になった業務、及び2023年度業務のこれから開催する行事を除くと、
当初想定・企画していた業務は全て実施し、企画目的を達成できたと考えている。

• ｢方針1-①・②｣については、地域への支援の【個別対応】として、各年度で特定地域・テーマへの支援を目的とした
催事を開催した。また、【汎用化】を目的とした業務として、地域支援に用いたEPO中部独自プログラムをウェブサ
イトに公開すると共に、ほかの地域・テーマでの支援にも応用・活用するなど、汎用化も実践できたものと考える。

• ｢方針２｣については、第５期から構築・作成している独自ツールを第６期でも活用しつつ、新たな独自ツールとして、
地域SDGs評価に関わる『SDGs指標物語』を構築することができた。

• ｢方針３-ⅰ・ⅱ｣については、PF事業支援や主催催事等を通して、新たな関係構築、ネットワークづくりを遂行でき
たが、関係性の更なる強化・向上については今後も課題になるものと考える。

• また、｢方針３-ⅲ｣については、「学び合いプロジェクト」で取り残されがちな中小事業者や自治体を対象にしたほか、
「ESDワークブック」を新たに作成・公開し、当初想定していた以上に同セグメントを対象にした支援を実践できたも
のと考えている。



第６期業務の成果と評価

39

業務 第６期事業計画作成時に設定した目標 実施結果 ※開催時間はすべて達成 成果、自己評価 等

協
働
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デ
ィ
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タ
ー
の
地
元
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
環
境
教
育
の
推
進

【2021年度】
地域循環共生圏づくりの特定テーマ（再エネ、脱炭素、資
金調達等／地域側と協議して決定）についての勉強会
開催１回・３時間・参加者30名程度

• テーマ：里山里海保全活動の収益化で、
フォーラムを開催。地元活動者23人が参加
した。

• 地域的イベントのため、参加者は少数だった。

• フォーラム参加者をＳＨにして、次年度PF事業に応募
し、採択された。

• 数値目標は達成不可だったが、企画目的は達成でき
た。

【2022年度】
地域循環共生圏づくりのEPO中部による支援プログラムの
実践
全３回講座・各１～２時間・参加者30名程度

• EPO企画ＷＳプログラムを実施するフォー
ラムを長野県諏訪市で開催。58人が参加。

• ＷＳプログラム「なりたい地域の未来像づくり」が参加
者に好評で、WEB公開後も問合せがあった。

• 目標を２倍近く上回る参加者数があり、参加者数、支
援プログラム実践という当初の目標を達成した。

【2023年度】
中部エリアの自治体職員及び協働コーディネーター等を対
象にして環境施策に関わる実践的勉強会等の実施
東海エリア等で１回開催・３時間・参加者50名程度

• ローカルSDGsの指標、達成度をテーマにし
たセミナーを名古屋市内で開催。19人が参
加。

※三重県内で2月にフォーラム開催予定あり。

• 参加者アンケートの結果は非常に好評だったが、愛
知県以外からの参加者が少なく、目標の参加者数は
達成できなかった。

遠
隔
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る
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【2021年度】
「学び」と「協働」による地域循環共生圏づくり（各地域への
協働実践支援）
地域循環共生圏づくり実践に向けた普及啓発（地域のやる
気の掘り起し）
北陸２回、信州２回（計４回）開催、各回３時間・参加者30名

• 長野県長野市でローカルSDGsを学ぶ連続
講座を開催（初回・最終回をEPO主催で実
施）。計79人が参加。

• 福井県小浜市で地域循環共生圏をテーマ
にしたワークショップを全2回実施。計51人
が参加。

• 行政、市民団体、企業、自治組織など多数の多様な
主体が参加。地域課題WSの学びや気づきが今後の
地域づくりで生かせるとの感想をいただいた。

• 地域循環共生圏づくりの実践を目指したが、地域側
にあった消極姿勢も浮き彫りとなった。

• 目標とする参加者数に届かなかった催事もあるが、
計４回の参加者数の合計（130人）は目標を達成した。

【2022年度】
地域循環共生圏づくりやSDGs推進の支援プログラム、地
域SDGs評価メニュー／プログラム等の実践活用
２エリアで各２回（計４回）開催、各回３時間・参加者30名

• 仕様書上、１エリアのみでの実施となった。

• 前年度に続き、長野市等でテーマを絞った
ローカルSDGs勉強会を全２回開催。計50
人が参加。

• 関連する地域活動で｢見える化Ｐ」を作成し、勉強会
の中で概説活用。チャートはWEBでも公開。参加者に
『見える化』の重要性を再認識いただいた。

• 企画目標は達成できたが、参加者数は目標を達成で
きなかった。

【2023年度】
地域循環共生圏づくりやSDGs推進の支援プログラム、地
域SDGs評価メニュー／プログラム等の実践活用
２エリアで各２回（計4回）開催、各回３時間・参加者30名

• 仕様書上、１エリアのみでの実施となった。

※協働コーディネーターのご事情等あり、1
月、2月に計２回開催予定。

―



業務 第６期事業計画作成時に設定した目標 実施結果 成果、自己評価 等

Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
支
援

①「(仮称)中部版ESDワークブック～学生・
社会人のための地域社会SDGs実践」作成
１年目プロトタイプ作成、２年目完成公開、
３年目活用実践

• 年3回の有識者の研究会に基づき2022年
度にプロトタイプ版を作成公開済み。

• 3年目において活用実践を目的とした12
ページのパンフレットタイプを作成。

• 幅広くESDが実践できるようハードルを下げる工夫を凝らしたワークブックパ
ンフレット原稿を作成し、全国ESDフォーラムでの紹介でも高い評価を受け
た。

• 2023年12月現在、公開に至っていないが、2024年2月に依頼された愛知県市
町村環境教育職員研修で活用予定である。

• 以上から当初の目標を達成した。

②相談対応及び支援／情報の受発信／
Webサイト運用
第５期を上回る実績

• 相談対応件数：2021年度40件、2022年度
52件（EPO対応を含む）

• Webサイト更新：2021年度206件、2022年度
216件／ウェブアクセス数：2021年度13,575
件、2022年度10,738件

• いずれの指標も第5期と同等程度、もしくは上回る件数となった。

• 講師やファシリなど職員派遣による支援も増え、大人数相手の講演（2022年
度・2023年度実績例、高校授業、学年全クラス230人）など、実質的支援/発
信量は増加傾向となっている。

• 以上から目標は達成されたと考えられる。

③ESD／SDGs推進ネットワーク地域フォー
ラムの開催（各年度１回）
コア参加20名、一般参加30名程度

• 2021年度（⑤と同時開催）

• 2022年度参加者26名

• 2023年度参加者38名

• 2021年は⑤との同時開催であった。全体では110名を超える参加となった。
2022、2023年は地域ESD拠点に対象を絞り30名程度の参加を得て濃密な議
論を行った。

• 以上から目標は達成した。

④自然資産を活かした地域づくりESDダイ
アログの開催（各年度１回）
コア参加10名、一般参加30名程度

• 2021年度参加者1日目45名、2日目15名

• 2022年度参加者1日目53名、2日目16名

• 2023年度参加者1日目41名、2日目19名

• ジオパークダイアログでの参加者に加え、各回2日目のエクスカーションでも
自然資産を活用したESDディスカッションと交流が行われた。

• 参加者数は目標を上回り、有意義な内容を含め目標は達成された。

⑤中小企業・自治体のESD/SDGs取組の
促進、ユースと社会のESD/SDGs連携
交流者10名程度、実践者30名程度

• 2021年度参加者コア参加52名、視聴59名

• 2022年度参加者コア参加76名、視聴40名

• 2023年度（2024年2月実施予定）

• 学生のSDGs取組と自治体のSＤＧｓ取組の交流が実質的に進む会合となっ
た。また各回100名以上が参加するなど広範囲な効果も認められた。イベン
トの事前事後のアンケートでは、学生のキーコンピテンシーの向上が認めら
れた。

• 以上から目標を大きく上回る成果となった

⑥包括的専門家ヒヤリング（各年度１回）、
現場ヒヤリング（各年度適宜）
専門家（各年度１回）、現場ヒヤリング２名
程度

• 2021年度：専門家1名、教職員等2名

• 2022年度：専門家1名、教職員2名

• 2023年度：専門家1名、教職員2名、事業者
2名

• 有識者から俯瞰的なESDの諸課題について見識のある示唆が得られた。

• 教職員からは学校現場の具体的な課題が、また事業者からは社会におけ
るSDGs達成のためのESDの役割や課題に関わる多くの示唆が得られた。

• 以上から有意義な知見を含め目標は達成された。

第６期業務の成果と評価
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業務 第６期事業計画作成時に設定した目標 実施結果 ※開催時間はすべて達成 成果、自己評価 等

森
里
川
海
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
会
合
の
開
催

【2021年度】
ユネスコエコパーク白山BR及び白山国立公園（場合
によっては勝山ジオパーク、白山手取川ジオパーク
等含む）で、「白山ブランド」向上をテーマに開催
１エリアで２回開催、各回３時間・参加者30名

• 白山ジオパーク＆ＢＲで計２回の情報交換
会を開催し、計52人が参加。

• 地域側との協議により、「地域の未来像づく
り」「地域の魅力向上の取組アイデア」を話し
合うＷＳを実施。

• 白山ジオ＆BRでこのように関係者が集う会合は初めて
であり、白山ジオ＆BRのあり方を深掘りし、各関係者の
認識を共有する良い機会になったとの感想をいただいた。

• 企画目標は達成できたが、参加者数はわずかに目標を
下回った。

【2022年度】
南アルプスBR、志賀高原BRで、「持続可能な地域づく
りのためのゴール（SDGs）と観光（サスティナブルツー
リズム）」をテーマに開催
１エリアで２回開催、各回３時間・参加者30名

• 2022年度の本業務では、全EPOがOECMを
テーマに会合等を開催することになった。

• 中部７県担当者で情報交換を行うクローズド
会合１回、オンラインフォーラム１回を開催し、
フォーラムでは企業を中心に268人が参加。

• 定員を大幅に超過した参加希望があり、急遽YouTube配
信を増設するなど、参加者数は目標を大きく上回る結果
となった。

• 参加企業等からは、OECM等への理解、自然共生サイト
の認知が得られ、翌年度は愛知を中心に中部エリアから
多数の企業が自然共生サイトへの認定申請があった。

【2023年度】
ジオパーク、ユネスコエコパーク等を活用したESD業
務（ESDダイアログ開催）との連携・連動による開催な
ど
１エリアで２回開催、各回３時間・参加者30名

• 継続して本業務において全EPOがOECMを
テーマに会合等を開催することになった。

※信州の森林・里山フォーラム、EPOC協力に
よる企業の生物多様性勉強会を12月、1月
に開催予定。

• 2023年11月現在、未開催であるが、登壇者や協力企業・
団体と、今後の地域循環共生圏づくり／ネイチャーポジ
ティブ支援に活かせるつながり構築につながっている。

地
域
循
環
共
生
圏
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
基
盤
強

化
事
業

【2021-2022年度】
地域のパートナーシップ構築支援：具体のプラット
フォーム構築事業の採択団体への支援となる会合ま
たはイベントの開催（２カ年度）
各年度２エリアで各１回開催、各回２時間、30名程度

• 2カ年度で8エリア/回の会合・イベントを実施
し、うち4回をPF事業採択団体への支援を目
的に実施（PF郡上、PF七尾、PF丹南、PF尾
鷲）。4会合で計180人が参加した。

• ４会合の合計参加者数は、目標数120名（30名×4回）を
大きく上回り、達成できた。

• 会合・イベントにより、各団体関係者である参加者の気
付き、新たな関係性構築などがあり、各団体がその後の
取組展開で、地域の現状・課題感に即した新たなシナリ
オを描くことにつながった。

【2021-2022年度】
特定のテーマでの会合（脱炭素ロードマップ等）（２カ
年度）
各年度で会合１回実施、各回２時間、30名程度

• 2カ年度のうち2022年度に東海、北陸の2エ
リアで地域脱炭素をテーマにしたセミナーを
開催。3セミナーで計205人が参加した。

• 財務省・経産省との共催により、多数の金融機関、企業
の参加を得られ、参加者数は目標数60名（30名×2回）を
大きく上回る結果を得られた。

• EPO自身も登壇企業等との新しい関係構築につながった。

【2023年度】
環境×経済に関わる特定テーマで情報共有、マッチ
ング会合を実施
協議と会合各１回実施、各回２時間、30名程度

• 2023年度からは、全EPOがSH連携促進事
業としての会合等を実施することになった。

※鳥羽観光創発会合、北陸脱炭素セミナーな
ど計４会合・イベントを1月以降に実施予定。

―



協働 参加※ 地域循環共生圏 参加※ ESD 参加※

２
０
２
１
年
度

• 越前の地域循環共生圏フォーラム 23 • PS基盤強化：飯山会合 22 • 学び合いの場① 65

• 地域循環共生圏セミナー in中部 40 • PS基盤強化：郡上会合 15 • 学び合いの場② 38

• 小浜市地域循環共生圏ワークショップ① 15 • PS基盤強化：小浜会合 22 • SDGs社会教育～実践セミナー 47

• 小浜市地域循環共生圏ワークショップ② 36 • PS基盤強化：ななおフォーラム 26 • ESDダイアログin立山黒部 45

• ローカルSDGsスタートアップフォーラム 49 • 森里川海：白山ジオ＆BR情報交換会① 25 • SDGs学生サミット（ESD推進ネットワーク地域フォーラム） 115

• ローカルSDGsテイクオフセミナー 30 • 森里川海：白山ジオ＆BR情報交換会② 27

２
０
２
２
年
度

• 地域循環共生圏フォーラムinSUWA 58 • PS基盤強化：おわせ意見交換会 128 • 学び合いの場① 60

• ローカルSDGs/地域循環共生圏セミナー 17 • PS基盤強化：丹南会合 11 • 学び合いの場② 61

• 長野市芋井地区「災害に強い地域づくり」 35 • PS基盤強化：脱炭素セミナー（東海開催） 116 • 実践セミナー：脱炭素のまち・人づくりWS 51

• 信州ローカルＳＤＧｓ勉強会｢学校×地域｣ 15 • PS基盤強化：脱炭素セミナー（信州開催） 84 • ふくい勝山ジオパークESDダイアログ 53

• 森里川海：OECMに関する情報交換会 55 • ESD推進ネットワーク地域フォーラム 26

• 森里川海：生物多様性主流化フォーラム 268 • SDGs学生サミット 116

２
０
２
３
年
度
予
定
含
む

• ローカルSDGsセミナー 19 • 自然資本：信州の森林・里山フォーラム
12/16
開催 • 学び合いの場① 35

• 地域循環共生圏フォーラムin北勢
2/16
開催 • 自然資本：企業の生物多様性保全勉強会

1/26
開催 • 学び合いの場② 33

• 持続可能な地域づくりワールドカフェ
1/13
開催 • SH連携：鳥羽の観光創発ミーティング

1/16
開催 • 実践セミナー：食べ物が変わる?! 43

• 長野市芋井地区 ﾛｰｶﾙSDGs勉強会（仮）
2/4
開催 • SH連携：北陸脱炭素セミナー

2/7
開催 • 南アルプスジオパークESDダイアログ 41

• SH連携：サーキュラーエコノミー会合（仮）
2/下
開催 • ESD推進ネットワーク地域フォーラム 38

• ＳＨ連携：奥三河会合（仮）
2/14
開催 • SDGs学生サミット

2/10
開催

42

参考）実施した主催イベント一覧（及び参加者数） ＊記載イベント名は略称

※参加者・オンライン視聴者の数（2023年11月末時点）
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参考）相談問合せ件数と対応状況（上表）とウェブサイトアクセス数（下表）

※１）事例件数：最初の連絡から対応終了までの（その間の連絡・打合せ等を含めた）案件ごとにカウントした数となっている。
※２）延べ件数：同じ案件・用件での来館、メール・電話等であっても、個別に回数をカウントした数となっている。

区分

ア 照会・相談対応 イ 対話の体制の構築 ア + イ
①
相
談
に
対
し

支
援
対
応
等
を

行
っ
た
案
件
の

事
例
件
数※

1

照
会
・相
談

対
応
等
の
延

べ
件
数

（左
記
①
含
む
）

(

ア)

会
議
・セ

ミ
ナ
ー
等
地

域
活
動
へ
の

招
聘

(
イ)

そ
の
他
地

域
主
体
と
の
打

合
せ
や
意
見
交

換
等

対応件数
総計

来
館
件
数

延
べ
件
数※

２ ③
メ
ー
ル
・
電

話
に
よ
る
相
談

(

広
報
依
頼
等)

延
べ
件
数※

２

②
相
談
・

照
会
、
資

料
配
架
依

頼
等

会
議
利
用

2021年度
４月～３月・12ヵ月間

52 242 94 17 30 148 42 84 368

2022年度
４月～３月・12ヵ月間

40 276 76 43 33 200 62 99 437

2023年度
４月～11月・８ヵ月間

27 172 61 34 27 111 14 80 266

合計 119 690 231 94 90 459 118 263 1,071

ＵＲＬ
第５期 第６期

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度※

EPO中部Web
サイト

http://www.

epo-chubu.jp

参考値

279,316 件
別ソフト解析集計

参考値

810,836 件
別ソフト解析集計

参考値
501,670 件

別ソフト解析集計
32,185 件 31,134 件 18,143 件

中部地方ESD活
動支援センター

Webサイト

https://chubu

.esdcenter.jp
10,612 件 11,521 件 13,132 件 13,575 件 10,948 件 8,383 件

参考値以外はGoogleアナリティスによる解析・集計／2023年度は2023年4月～11月末の集計

相談問合せ件数と対応状況

ウェブサイトアクセス数



今後に向けて
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⚫ 新しいネットワークの構築とその活用

• 協働コーディネーターに加えて、イベント登壇者、開催協力主体、PF事業採択団体等と
の継続的な関係性構築が重要であり、新たなネットワークづくりとそれを活用するための
方策と体制が必要になっている。

⚫ EPO機能やEPOのあり方を明示する広報の展開

➢ わかりにくいと言われがちなEPOの機能及び中間支援機能、EPOが誰に何をしているか
を第三者へ見える化しておく必要がある。

➢ 特にこれまで手薄になりがちだったワークショップ、ディスカッション等の実施事例や、相
談対応や地域側からの招聘事例の実事例、独自ツールの活用事例等をウェブサイト等
で公開・紹介するなど、《EPO中部を明示する広報》が必要とされている。

⚫ EPOとESDセンターの連携強化と３分野＋１への関わり方の提示

➢ EPO業務・ESD業務ともに年間を通して仕様書業務の遂行のみに注力しがちであり、
EPOの地域づくりとESDセンターの人づくりを連携させつつ、今後の環境省の重要施策と
なるカーボンニュートラル、ネイチャーポジティブ、サーキュラーエコノミー、及び、それら
を包括する地域循環共生圏づくりに、どのような支援や関わり方ができるか提示・実践し
ていくことが重要と考える。
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